
出来形管理基準

平成２９年２月



ま  え  が  き  

 首 都 高 速 道 路 株 式 会 社 （ 以 下 当 社 と 言 う ） で 発 注 し た 工 事 目 的 物

を 、 各 種 仕 様 書 お よ び 設 計 図 書 に 、 定 め ら れ た 規 格 を 満 足 さ せ る 手

段 と す る た め に 、 当 社 で は 、 施 工 管 理 に 関 す る 規 程 を 土 木 工 事 共 通

仕 様 書 、 土 木 材 料 仕 様 書 、 工 事 監 督 の 手 引 き 、 及 び 各 種 設 計 ・ 施 工

基 準 等 に よ り 出 来 形 の 管 理 基 準 並 び に 品 質 の 規 格 値 を 定 め て 品 質 の

向 上 を 図 っ て き た 。  

 こ と さ ら 、 工 事 目 的 物 の 質 は 、 施 工 過 程 に お け る 出 来 形 管 理 並 び

に 品 質 管 理 の 善 し 悪 し に 依 っ て 大 き く 影 響 さ れ る も の で あ る た め 、

当 「 出 来 形 管 理 基 準 」 を 新 た に 整 備 し 制 定 し た 。  

 尚 ， 今 般 当 社 に な い 出 来 形 の 管 理 基 準 は 、 国 土 交 通 省 「 土 木 工 事

必 携 」平 成 １ ５ 年 度 版 並 び に 東 京 都 建 設 局「 土 木 工 事 施 工 管 理 基 準 」

平 成 15 年 5 月 を 参 考 に し 追 加 し た 。  

 さ ら に 、 従 前 か ら 当 社 に あ っ た 出 来 形 の 管 理 基 準 を 取 り ま と め 整

理 し た も の で あ る 。  
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共通

測 定 対 象
規　格　値
　　(単位mm)

管　理　基　準 摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

現場打コンクリート
　　　　擁　　壁　　工

　基準高さ　　▽ ±20

ブ ロ ッ ク 積
ブ ロ ッ ク 張
石積 ・ 石張

　基準高さ　　　▽ ±20

　延長　 　L
　　　　　 　Ｌ≦30ｍ
　　30ｍ＜Ｌ≦100ｍ
　100ｍ＜Ｌ

±30
±Ｌ／1000
±100

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
１

）

-10～+20
かつ最小かぶり以上

鉄筋のかぶり

目地部ごとに測定する（出来形図表による）
W1,W2,h,tに関しては妻型枠脱型時に必ず測定をしておく
事

改定（案）比較表より

　幅　　　Ｗ１，Ｗ２ -5～+10

　高さ　　　ｈ -20～+30

　厚さ　　　ｔ -5～+20

施工延長２０ｍに付き1箇所とする

　厚さ　　　ｔ1　　　t2 ±30

  のり長　　  ＜３ｍ
 　 　　　　    ≧３ｍ

±50
±100

  延長 　　L
  　　　 　　Ｌ≦30ｍ
  　30ｍ＜Ｌ≦100ｍ
  100ｍ＜Ｌ

±30
±Ｌ／1000
±100

W1

W2

h

W1 W1

W2 W2

h h
t

▽ ▽

W2

t

W1

h

t

▽

W2

t

W1

h
t

▽

▽

t1

t1 t2

t2

t1
t2▽
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都施工管理基準　　国交省工事必携Ｐ1-122では-200

都施工管理基準　　国交省工事必携Ｐ1-122では-200

都施工管理基準　　国交省工事必携Ｐ1-122では-200

測 定 対 象
規　格　値
(単位mm)

　　　　　　　　　　管　理　基　準
街路築造工事は、最終管理者基準に基づき構築する。
　尚、当資料は、高速道路工事に適用する。

摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
２

）

側　　　　溝 

　基　準　高 ±10

管　　　　渠

　基　準　高 ±10

函　　　　渠

　基　準　高 ±１０

目地間隔が30ｍ未満のときの測定箇所は、桝の間隔ご
と、目地間隔が30ｍ以上のときの測定箇所は、施工延長
30ｍにつき1箇所とする

　幅　　　　　　　W　 ±10

　高　さ　　　ｈ1　ｈ2 ±10

　厚　さ　　　ｔ1　　ｔ2   t3 ±10

　長　さ　　　　　Ｌ －100

目地間隔が30ｍ未満のときの測定箇所は、桝の間隔ご
と、目地間隔が30ｍ以上のときの測定箇所は、施工延長
20ｍにつき1箇所とする

　幅　　　　　　　W　 ±10

　高　さ　　　　　ｈ ±10

　長　さ　　　　　Ｌ －100

目地間隔が30ｍ未満のときの測定箇所は、桝等の間隔
ごと、目地間隔が30ｍ以上のときの測定箇所は、施工延
長20ｍにつき１箇所とする

　厚さ　　　ｔ1　ｔ2　ｔ3　ｔ4 ±１０

　幅（内のり）　　W ±１０

　高さ　　　　　　　ｈ1 ±１０

　長さ　　　　　　　L －100

W

h

W

h

Lt1 t2W

t3

t4

h

Wt1 t2

h1 h2

▽
t3
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±　5

± 10

測 定 対 象
規　格　値
　　(単位㎜)

管　理　基　準 摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

主　桁　間　隔

掘割構造物及び
半地下擁壁構造物

防水マット及び防水
シート
継手のラップ幅（W)

W≧100

　　13m＜L≦21m

　　　　±L/1000

　　　21m＜L 　± 30

ｂ≦1m

1m＜b

(1.5L-6)㎜　L=m
ただし、

10㎜を超えてはならない

± 20

     L≦13m　　± 10

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
3

）

コンクリート桁及び
プレストレスト
      コンクリート桁

長      さ　　　　Ｌ

断面寸法    　ｂ

横方向のたわみ

b
L

b

b
b

b
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施工ブロック端部毎に測定する

0～+30

測 定 対 象
規　格　値
　　(単位㎜)

管　理　基　準

-100

摘　　　　　　要

工　　種 測定項目

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
４

）

トンネル

基　準　高　　　▽ ±20

幅

変　　位
橋軸方向、直角方向とも

±30

クラック展開図、打撃試験、鉄筋カブリ探査試験について
は出来形図による

高　　さ 0～+30

躯体の厚さ ±10

長　　さ　　　 　　　L

橋脚中心距離
±30

ただし、支承が支障なく
設置できる場合に限る

橋脚

厚さ

厚さ

厚さ厚さ

高
さ

幅

BB BB ｔｔ ｔｔ

直角方向

橋
軸
方
向

３０㎜

３０㎜

橋脚中心距離
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鋼製支承

ゴム支承

管　理　基　準 摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

梁　の　幅 ±10

柱　の　幅 ±10

基礎の高さ　　　①② -10～+30

測 定 対 象
規　格　値
　　(単位㎜)

基 礎 の 幅 -10～+30

柱の間隔（門形の場合） ±20

基 準 高　（梁天端） ±20

基 準 高　（基　　礎） ±20

基 準 高　（沓　　座） -20

沓座偏心量
±　5

沓座偏心量は出来形図表に準ずる
±10

鉛直度（参考値）

　　　h≦１０ｍ ±10

　　　ｈ≧１０m ｈ／1000

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
５

）

フーチング
及び橋脚

梁 の 長 さ -10～+30

梁 の 高 さ　    ①② -10～+20

基準高

柱
幅柱間隔

梁 長

基準高

梁 長

梁
幅

基
礎
幅

梁
高
②

梁
高

基
礎
高

基
礎
高
②

梁幅

柱
幅

基準高

基準高

基礎幅
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測 定 対 象
規　格　値
　　(単位㎜)

管　理　基　準 摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物

（
６

）

橋　　台

基　準　高 ±20

橋台の天端長 -10～+３０

±10

橋台の敷長 -10～+30

橋台の天端幅ａ１
（橋軸方向）

-5～+10

橋台の天端幅ａ２
（橋軸方向）

-5～+10

控壁の厚さ　ｔ -5～+20 20ｍ以下のものは1施工個所につき2箇所以上

胸壁間距離　　Ｌ
（支間方向の中心距離）

±30
ただし、支承が支障なく
設置できる場合に限る

橋台の敷幅ａ３
（橋軸方向）

±10

橋台の高さｈ１ ±10

胸壁の高さｈ２

a2 a1

h2

h1

h2

h1

a1

a3 a3

a3a3

h1h1

h2 h2

a2 a2a1 a1

基準高

基準高

厚さｔ

a2
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設計かぶり以上

±10

＋10

±10 床版工事及び舗装工事の出来形図表による

±5
かつ最小かぶり以上

１径間あたり両端と中央部の３点の主桁間を
形枠・配筋後に測定

＋10

±10

＋10

-10

曲線部は横断勾配の最大部分で検証する 道路構造令による

床
版
工

（
１

）

１径間あたり両端と中央部の３点の主桁間を
形枠・配筋後に測定

高　　　欄 １径間あたり両端と中央部の３箇所測定

　高欄の幅

　地覆の高さ

規　格　値
　　(単位mm)

管　理　基　準
摘　　　　　　要

測 定 対 象

鉄筋のかぶり

鉄筋の有効高さ

工　　種

　地覆の幅

　平  坦  性

　床版の厚さ

測 定 項 目

  建築限界

　高欄の高さ

床　　　版

鉄筋のかぶり
新タイプ

高欄高

地覆高

幅 ｂ 分離帯幅

高欄幅 幅 ａ

地覆高

地覆幅

床版厚
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床
版
工

（
２

）

測 定 対 象
規　格　値
　　(単位mm)

管　理　基　準
摘　　　　　　要

工　　種 測 定 項 目

＋20

　    幅    　　ａ

　    幅　     　ｂ
但し高欄外側が他の建築限界、又は用地を侵す
場合は’±０とする

床版工事及び舗装工事の出来形図表による＋30

幅　　　　員

旧タイプ

床版厚

幅ａ

地覆幅

高欄幅

高欄高

幅ｂ 分離帯幅

地覆高
地覆高


































































































































































































